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板橋区環境保全課内 FAX 03-3579-2589

いま美術館前の池がおもしろい

生き物たちの水辺づ<り に参コ回しませんか

板橋区では平成 10年 度|こ市民参力Bによる自然整備事業に取り組おことになりました。

場所は、区立赤塚溜池公園の
一角にあるコンクリートの小さな池と美術館の裏の湧水

水路です。
設計にあたつては、自然保護団体、地元町会、行政側としてみどりと公園課、児重課、

環境保全課などが一同に集まつて、さまざまな公園利用者のことも者えながら、生き物

の生息環境を検討しました。赤塚城辻をフイ
ールドとしているいたばし水と緑の会も全

面的|こ協力しています (詳細は本誌8暑、 9暑参照)。
自然回復の視点で赤塚溜池公園全体の将来像も者えたいという意見も多数出ましたが、

今回は第一歩として、コンクリ
ートをはがし上の池|こして湧水を31き込みます。多数の

区民が池づ<り に参カロし、みんなで生き物がやつて<る のを見守りたいと思います。

整備後は、水と緑の会赤塚の森ボランテイアが中心|こなつて、新たな参力B者も交えて

定期的に池周辺の詳孫日な自然調査をしたり、オ
ーフ
°
ンな観察会を衛うこと|こなると思い

ます。

池づ<り を体験しよう !
ポランテイア募集

水路の整備と池のコンクリ
ート壊しは委

託業者が工事します。池の基礎工事が終わ
つた後、手作業のところは住民参力Bでやり

ます。自然を取り戻したいと思つている人、

土で遊びたい人、気持ちいい汗をかきたい

人、参力8しませんか。小学生低挙年以下は

保護者同伴でお願いします。

平成 11年 3月 中旬から3月 末

予定では3月20,21,22日 の3連 休)

美術館前のコンクリート池
(赤塚溜池公国内)
粘土を張つたり、土を入れたり、水車を植えたりの作業です。

汚れてもいい運動靴や服装、夕才ル等。あればスコツフ
°
。

環境保全課水環境係 TEと3579-2598 FAX3579-2589

(具体的な日程等は、後日手紙等でお矢Bらせします)
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赤塚の森ポランテイアの 1年 一生き物たちからの通信簿

寮獲守 石をの一年

1998年の 3月 に始まり、実際に穴を掘り水を

引き入れたのが4月 18日、夏に雨が多かった

せいか、水が涸れること無く年を越した。もと

から住み着いていた生き物は数が増え、新たに

住み着いた生さ物も何種かいるだろう。と、こ

うなれば池を掘うた甲斐があるというものだが、

さて実際はどうだろうか。折々の観察と1998

年 11月 29日の観察会の結果をもとに見てみよ

う。ところが困ったことに、池を掘る前の調査

をしていない。今さらもう遅い、推演」半分以上

で話を進めよう。

まずは、クロスジギンヤンマ。池掘り後、 1

カ月も経たない5月 10国の観察会、皆の前ヘ

飛来、驚いた。トン/fxも驚いたかそれっきり。

5月 30国 には産卵を確認。

その後幼虫は、流れこみの

浅場、深みの両方に見られ

た。 11月29日 にも浅場で

大きく育った 1匹を確認。

池が出来てからの新参者であるのは確実。羽化

は4月 中、下旬の予定、楽しみにして下さい。

意外だったのはオニヤンマ、 6月 20日 、池

の周りの植込みに止まっているのを目撃。羽が

少し破れている、ど
'う
いう訳か動きが鈍い、写

真撮影には都合が良いが′さ配である。2,3時間

後もそのままであった。 7月 18日 には江戸さ

んが石垣でヤゴの抜け殻を発見。オニヤンマは

成長に3′4年 かかるので、十日住民であるのは間

違いない。 9月 10日には鈴木秀男さんが、美

術館裏の水路で産卵を目撃。期待がもたれる。

オオシオカラトンボは成虫も脱皮殻も多く見

られた。旧住民、羽化数は増えたと思いたい。

イ トトン/fx(種名未確認)も 少ないながら幼虫、

成虫が見られた。

その他には、微′」ヽガムシ、アメン/fx、マツモ

ムシ等が見られたが、種名確認が必要。

11月 29日の調査では流込みの浅場に網を入

れてみた。カワゲラ(4月に成虫がいた)、カゲ

ロウ、ガガンポの幼虫多数、 ヒル(シマイシビ

ル?)数匹、ミズムシ(等脚目)多数、サカマキガ

イなど
'、
いずれも種名確認後目録を作りたい。

斉 筋緒崇り水磨 rま面白そう7

オニヤンマ産卵の情報で期待し、11月 15日

に予備調査。ところがアメリカザリガ
1二
ぼかり

でヤゴなどほとんど
'い
ない。ザリガニにみんな

食べられてしまったのか?

そんな訳で 29日はザリガニ採り大会と化す。

小型がほとんど
tだ
が実に 157匹の大漁s他 に?

エビ(ヌカエビとヌマエビが別種とは知らなかっ

た、オソマツ)20匹、カワニナ多数、小さいヤ

ヨ
iと
カワゲラが少し、実に昆虫が少ない。ザリ

ガニは全部、あさひが丘児童館の佐藤さんに弓|

き取って頂く。子供達に配ってみるとのこと。

他は再放流。

堆8巴置 き場 を研ιlて月 5ど ./

1997年の初冬、矢日さんの号令のもと、竹

柵を作り、落ち葉を溜め込んだ堆肥置さ場。12

月 12日、底まで

掘ってみる、何も

いなかった。コガ
.

ネムシの類は0。

ハサミムシが一Щ

ヤスデが 2′3匹、

ル ミヽミズが数抵

以上である。落胆

はまだ早い、今度

も落ち葉をどんと

積みました。

(釣巻岳人)

美術館裏水路 98/11/29
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ポランテイア活動講座 「赤塚観察会」に参コBして

4□ 目の自然回復ポランテイア活動講座はあ

いに<雨 でしたが、多数の方が参加されました。

講師の藤不先生の先導で美術館前を出発してす

ぐ、カラスウリを観察中、メジロの声が聞こえ

飛び去るのが見えました。メジロは頭から背中

が濃い緑色の小さなかわいい鳥です。目の周り

に白いアイリングがあり、それが<ち ばしのと

ころが欠けており、アルフアベツトのCを逆に

したようです。メジロという名前もなるほどと

思います。

溜池にカルガモ2羽、スズガモ (メス)1羽 。

普通スズガモは大きな群でいるのですが、中に

ははくれ鳥もいるんですね。

郷土資料館の横を抜け、染色工場の跡地に出

た所で先生が黒い実を拾い上げ、 「これはムク

ですね。ムクの本|こはムワドリがた<さ ん来ま

す。ムクの本に来るからムクドリなのが、ムク

ドリが来るからムクの本が、その辺になると卵

とニワトリのどちらが先かと同じになります」

と笑われました。確がほムクの本にはムクドリ

が来ます。でも近頃はムクドリよりも先ほキジ

バトがやつてきます。、熟すのを待ちかねたよう

に早々と来ます。キジバトが平野部、都会で見

られるようになつたのも近々30年 位前からで

すが。何しろ俸が大きいのでた<さ ん食べます。

ムクドリやツグミ、シメ、ヒヨドリなどは、そ

の余りをいただいているのです。 「食べて甘い

実は鳥も獣も共通で、色はきれいでも食べてま

ずいのほ鳥専用です」という先生のお話です。

あまり用途がないムクの本が人家の近<ほ うえ

高野 十太郎

られているのは、ご先祖校も食べていたのかも。

ムクの本の脇|こサイカチの本がありました。

「妻勝」だそうで男にはうれじ<な い名前です。

城跡公園からトンボ池のビオトーフ
°
に向かう道

の左手の林の中|こホ方ノキがありました。 「古

<か らある木なので、ぜひいつまでも残してお

きたい。昔はあちこちにあつたが今は珍じ<な

つた」という先生のお話。ホ才葉みその話もで

ました。でも私は朴歯の高足臥が懐かしいです。

ホ牙ノキの少し先|こピワの本の花が咲いていま

した。 「虫のいないこの時期、花粉を運んで<

れるのはメジロです。ピワは鳥媒花です。」と

説明がありました。メジロはウメの花の密も吸

いほきます。それでよ<ウ グイスと間違われま

す。ウグイス餅、ウグイス黄粉などというよう

にウグイスは緑色と思われていますが、不当ほ

ウグイスは地昧な茶褐色をした、メジロよリ
ー

回り大きな鳥です。

トンポ池の観察を終え乗蓮寺の裏に向かう途
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遠い書の暮らしと自然 ①どじょう取り 矢日 茂

水と緑の会は、市民の手による自然の回復や創造を目標ほ掲げています。先輩達が身近にあるものを使つて、手

作りでものを作つたり、地域を整備した矢B恵や技術を見習いたいと思います。

昭和ひとけたの不景気のまつただ中に四日市で少年時代を過ごされた矢日さんに、遊びや労働のなかで体験され

た自然や、地域との関わりを連載でお願いしました (事務局)。

中、今じ万下つてきた砂利道のおの本々の梢区

カワラヒワが群れているのが見えました。湧水

のマンホールに行<時 、先頭の方はジョウビタ

キのオスを見たそうです。ジョウビタキほォス

とメスの俸の色が違い、はつきり見分けられま

す。美しい割に気性の激しい鳥で、縄張りの中

では止まつた車のミラーに写つた自分の姿にも

攻撃するほどです。

不動の滝を見て美術館に戻る時、池田園の柿

の本にメジロが群れていました。少し戻つて本

の下に行き、メジロがすぐ下の人も恐れず熟柿

この村ほ移り住んだ昭和8年 は、軍靴も聞こ

える戦争気分。小学校の4年生産はそれどころ

でない毎日があつた。夏休みともなれば、 「ど

ほかご」と 「さで」を持ちどじようす<い だ。

中には/3hりちんの泥がえるもいる。小さな川は、

打ち出の小槌ともいえる子供の国、日が暮れて

も取つていた。

取つたどじようは百匁 (約 380g)を 一

銭ほどで川魚屋に売る。算術もできない通信簿

の丙や丁が、売り込みになると大入以上にうま

<売 る。よそ者の私にはただ尊敬するばかりで

あつた。

売つた金は親ほ渡し、親は一銭を分け前とし

て<れ る。ネコババもするが、五銭や十銭の白

銅賃は、使うと目立つて駄菓子屋の婆から親ほ

をついばんでいるのを、 「どすして自べ幅にな

つたのがわかるのかしら?」などと言いながら

傘をかしげて見上げました。

メジロに始まリメジロ産終わつた活動講座で

した。

植物から昆虫、ほ乳類まで多岐ほ渡る講師の

藤本先生の明快な解説も、雨の中、十分にメモ

をできなかつたのは残念でした。まため会いで

きる日を楽しみにいたします。

根が鳥好きなので鳥のことばかりになつて恐

れ入ります。

筒抜けになるので、せいぜい一銭だ。私は、先

祖に守つてもらうように、隠し場所を墓の下ほ

して大切に一銭玉をあつかつた。どじようほ雨

や曇りの日は散つて取れないし、用を言いつ|す

られたときはできないので、稼いだ一銭玉は、

大切なか宝であつた。

ところで主力とも言える道具の 「さで」は、

寸法はおおよそ次のようであつた。底の網は5

0 cm位の正方形で、三万を4 0cmほどの網で囲

い、一方だけどじようを追い込おために空けて

ある。網の部分は大人がつ<る が、その先は子

供の仕事。大人の親指ほどの太さの二年物の青

竹を提防で切つてきて、 「さで」屋組み、はず

れないよう|こ四隅をしつかり止めて仕上げる。

冬になると子供同士が集まり、日向ぽつこを
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しながら、わいわいがやがやと作つたもんだ。

すると必ずか年寄り衆が寄つてきて、私たちの

作る 「さで」を見て、いろいろと世話をやいて

<れ た。網の張り具合も上手ほやらないと、犬

が小便するように一か所だけ跳ね上がる。この

コツに慣れない私は、大変てこずつたことを覚

えている。

どじようを取るのは大きな川ではない。川幅

は約 lmほ どでよ<、 日当たりと水際ほ草おら

があり、田んほの用水や下水の水が流れていれ

ば十分だ。台所から残飯が流れ出るだらしない

家の前はえさも豊富で、どじようの喜ぶ場所。

どじようす<い は、川下から左右の水際を、

片足を軸にして片足で足の裏と甲を使い、じや

ぶじやぶと川底を踏みながら、川の底と水際を

かき回じどじようを追い込む。だからこのどじ

ようす<い |よ、川の活性にもなつていた。水ほ

空気が混ざり、どじようが生きる新しい泥を作

つたようだ。古い泥より新しい川底は魚の集ま

りもよ<、 一週間もすれば同じ所でびつ<り す

るほど取れた。また、 「さで」|こひつかかつた

ごみも取つて土手に上げるので、日畑に使う用

水の維持管理に役立つたようだ。

ひとしきりどじようをとると、畑のスイカや

ウリを食べた。野荒らしも一人でやればこわ<

ない。少し知恵を使いツルをつけたまま食べ、

その食いカスにカラスが食つたように小枝で<

ちばしの跡をつける。間違つても証拠を残した

り、スイカやウリのツルを痛めたりはしない。

しかしこの道徳的な野荒らしは、日畑|こ大切な

水路のそうじの報酬として、百姓の人も見て見

ないるりをしたようだ。

遊びながら小遣い稼ぎになるどじようす<い

を通して、野山が水と緑のふれあいを教えて<

れた。時には、なわばりをめぐつて、殴る、け

る、ひつか<、 かみつ<争 いもみせた。しかし、

思い出せば同じ仲間のけんかは、育ち盛りのガ

ス抜きにすぎない。どじようす<い は争いもし

たが、子供たちを非行から守り、情操を育て、

貧乏な時代に家計を支え、駄菓子屋まで栄えさ

せ、漁の休みでも働<村 の基幹産業であつた。

ボランテイア広場E参コロして

江戸 き よみ

区民とボランテイア活動の実践者とが交流す

る 「第2回 いたばしボランテイア広場 (3月

22日 )」 に水と緑の会も参加することになり

ました。

ボランテイア広場は、大原社会教育会館 ・板

橋区とも|こ生きる福祉連絡会の共催で、ボラン

(次へ
°―デ下ほ続<)
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要望書Eつ いて話し含いがありました

12月 22日 (火)、 会長の鈴木さん、釣

巻さん、坂不さん、小松の4人 で、上野にある

東京都の東部公園緑地事務所で、話し合いの機

会をもつことができました。

初めてのことなので、顔合わせということで、

管理課長の森日さん、事業推進課緑化推進係長

の横塚さん、北条さんの3人 の方が対応して<

ださいました。

赤塚公園は23区 の中でも生物が多いところ

です。当日、釣巻さんは赤塚公園で調査した昆

虫の一覧をまとめて参者資料としてお渡じしま

した。自然環境をなんとか残し、生物の生息環

境の視点からの管理や整備をお願いしました。

また、私たちは、区が実施する赤塚溜池公園の

自然回復事業に参加 ・協力していることや、赤

塚公園での活動状況を説明しました。

都立公園としては、住民参力8による公園づ<

りは東京都の方針であり、事業推進課が担当し、

現在3区 でケーススタデイとして始まつている

そうです。

要望書について

1)長 期的に計画ほついては、現在の状態で大

きな改修はない。

自然地を増やすこと|こついては、地域の人

に好まれる公園ということで、いろいろな

要望に応えてい<必 要がある。

2)情 報公開と住民意見の反映については、都

立公園の整備計画等を区に対して情報提供

し、区から情報が流れるような方法を検討

小松 容 子

する。

3)公 園管理については、車刈りを年2回程度、

樹林地の手入れは予算との兼ね合いで様子

を見て不定期に行つている。具体的には公

園協会が設計し、実施しているので、直接

担当者に聞いてほしい。

車刈りの時に、山の上の広場などの車を刈り

残すような具体的なことについては、赤塚公園

管理所と話し合うこと|こなり、また、東部公園

緑地事務所管理課でも対応して下さることにな

りました。

都立公園の維持 ・管理を行つている東部公園

緑地事務所と話し合いの窓□ができたことはと

てもうれしいことです。

定期的な観察 ・調査を行い、どのような林が

望ましいのが、会としても検討を進めていきま

しよう。

(前へ
°―デ下から続<)

テイア活動に関心があり、新たにボランテイア

を始めようとする人、活動の仲間を増やしたい

という団俸の交流の場として作られたものです。

参加団体は、福祉、環境、数裔、NGO(非

政府組織)、 地域活動、などの40団 体。

第 1□打合会に貝崎 ・江戸が出席しました。

広場では会の紹介などをしたいと思います。何

かよい者えがあつたら教えていただいたり、お

手伝いいただけるとありがたいと思いますので、

よろし<お 願いします。
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「第一期板橋区荒川市民会議」概要とお知らせ

かがみりよう

2年前の平成 9年の 2月頃より荒サ1開将来像計画

の内容|こ基づき、荒川下流域の 2市 7区 で荒川

市民会議がスタートしました。そして2年 間の

一期が終ろうとしています。そこで、簡単にで

はありますが、どんな会議でどのような成果が

あつたのか、書こうと思います。

市民会議の構成

・事務局は区のみどりと公園課+荒 川下流工

事事務所+パ ンフイツクコンサルタント

・議長は区の選んだ埼玉大学の生態掌の教授、

佐々本寧氏

・構成員は前年 10月 まで睦参カロ希望し、荒

川への気持ちを作文にて提出した34名 の

市民

経過

・規約の検討、議長の承認など、事務局主導

の形でスタート

・話し合いは運営に対する不満や、随み合わ

ない話し合いなど、うま<す すまなかつた

が、グルーフ
°
ごとのワークシヨツプ形式や、

現地視察、勉強会などを取り入れ、だんだ

んと話し合いはできるようになつた。

中規模自然地はまだ結論が出ていない

話し合いの主な議題は次の2点

・陸上競技場をどうするか (つ<る 、つ<ら

ない、位置など)

・中規模自然地の位置と内容

話し合いの結果は陸上競技場を上流へず

らし、自然地を一体化させることになりま

した。

変更後のプラン

次期の板橋 ・
~EIH市
民会議について

・1月の広報いたばしで、2期 の参加希望者

を募る予定 (1月 9日暑にはない)

・作文提出 (一期の参力B者は一期の感想)

・予想される議題

*中 規模自然地のより具体的な内容

*笹 目橋緑地の区としての関わリガ

*野 球場、サービスステーシヨンの整備

*車 地系広場 ・乗馬場 ・デイキヤンフ
・
場

などです。自然や荒川ほ興味のある万は2期

にご参カロ<だ さい。市民会議参加募集の記事を

見落とさないように。

とn tunf..ぐ五五

(全体が感潮域、土手沿いの護岸)(旧河道の池、草原、湿地、感潮域のアシ原)
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活 動 の お 知 ら せ
～ 新 年 会 ～

初めての方も、年の初めにおでんでも食べて、お酒を飲んでお友達の輸を広げましよう。
ホツト情報も聞けるよ。会員でないゲストも歓迎です。2月定例会はこれに変えます。
会員は名前本し(お送りしたものをまだ持つていますか)を もつてきて<だ さい。
日 時 :2月 5日 (金) 18:00～ 20:00

場 所 :下板橋駅前集会所 2階 和室 (板橋2-3-1 下板橋駅すぐそば ョー匁―卜の線路側)

会 費 :1000円 (連絡先 :坂不 (3579)2598)

3月 定例会は3月 4日 (本)18:30～  産 文ホール4階第 4会 議室で (食事持込み可)。どなたでも。

荒川自然回復団

●ヤゴネツトこども環境会議

赤塚の森ポランテイア

●世話人会
日 時 :1月 17日 (日) 10時        ェ リンソウの会と一緒にこれからを者えます。

場 所 :荒サ1族□水資料館 日 時 :1月 16日 (土)13時 30分～16時

」R赤羽駅東□9:0～9:45送迎バスあり   場  所

問合せ :かがみ  (5944)7505     連 絡先

●バンデイング(野鳥調査)勉強会      ● 巣箱づ

翌日のバンデイング(野鳥調査の一種)につい   日  時

て、事前|こ講師の梶日さんが、スライドなど   場  所

を使つて解説して<れ ます。バンデイングを

知る良い機会ですので、参加して<だ さい !   定  員
日 時 :2月 20日 (土)午 後 6時 30分     申 込み

赤塚 5丁 目集会所

切更イド (3579)2598

<り 教室

1月 15日 (金)9:45～ 12時

赤塚公園管理所前集合 (高島平3-1

高島平駅下車 徒 歩 10分 )

先着 25組

赤塚公園管理所 3938-5715

材料は用意してあります。汚れても集 合

交 通

講 師

参加費

問合せ

日 時

集 合

講 師

持ち物

参加費

注 意

産文ホール第2会議室

東上線大山駅 徒 歩5分、

その他

よい服装で。

都営三日線板橋区役所前駅 徒 歩6分  ● 冬の林の観察会

●荒川 ・バンデイング見学会

2月 21日 (日)午 前 9時 30分    応 援して下さるおはご連絡下さい。
都営三田線西台駅前 (直接も可)    11月 の自然発見ウオークの経験を生かして、
梶日 掌 (鳥類研究者) 日本財団の援勘金 (47万 円)で 、3月 まで
はし、お椀、カツフ

°
、おやつ、双眼   |こ 自然マツフ

°
(仮称)を 製作 ・印刷します。

鏡、図鑑、手袋、防寒具、その他    ぃ たばし水と緑の会の紹介もできます。
600円 (食費込み) ・マツフ

°
づ<り のアイデイア、自然情報などを

会場は舟渡斎場前の河川敷(生物生態  提 供して<ださい。
園周辺)で行ないますが、位置がずれ  .動 植物や風景の写真・スケツチ、イラストな
ることがあります。温か<してお出か  ど 、提供して下さい。
け下さい。今回は、ご飯とトン沖を用 .ィ ラストがと<いな人

梶日 掌 (鳥類研究者)

200円

買霞本ホ (3959)2072

意します。

栗林 (3959)2072

日 時 :2月 7日 (日)10時 ～ 12時

集 合 :板橋区立美術館

連絡先 :釣巻(3961)2875

●赤塚自然マツプづ<り のお願い

連絡先 :坂本 (3579)2598

FAX (3579)2589問合せ


